
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成27年１月１日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,582戸（－5）人　口　12,443人（－18）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,970人（－11）
女　6,473人（－7）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 松岡　熊夫（笹目）、鎌坂　忠明（加茂市場）、沼田　　力（美原）
福本　和彦（美原）、中永　幸子（赤磐市）、能勢めぐみ（岡山市）

上竹支部
　上竹地区の文化祭に愛育委員も参加し、血
圧測定、体脂肪測定を行うとともに、本年度は
クイズ大会を開催しました。
　クイズは、町の統計や身近な健康に関する
データをもとにして、町の人口や１年間に生
まれる赤ちゃんの人数などの問題を作り、地
域の皆さまに答えていただきました。
　クイズを通して愛育委員の人数をお知らせしたり、近年は肺炎や転倒事故が増えていることから、予防接種の必要性
や転倒しない体力づくりの大切さについても併せてお話しさせていただき、有意義な会になりました。

  材　料   作り方
①米粉と同量程度の絹豆腐をボウルに入れ、耳たぶく

らいの柔らかさになるまでねる。
②一口大に丸めた①を沸騰した湯の中に入れて茹で、

冷水にとって冷ましておく。
③豚肉を食べやすい大きさに切り煮込む鍋に入れ★の

調味料をもみ込み１０分程おいて味を馴染ませる。
④タアサイは、３～４㎝のざく切り、人参としいたけは薄

切り、豆腐は５～７㎜のさいの目切りにする。
⑤③の鍋を中火にかけ、肉をほぐしながら炒め、火が

通ったら鶏ガラスープを加え、アクを取る。
⑥人参、しいたけ、豆腐、タアサイ、団子の順に入れて煮込み、塩コショウで味を調えて出来上がり。

米粉団子とタアサイの中華スープ（2人分）
豚バラ薄切り肉……………………………………100ｇ
　　塩コショウ………………………………………少々
　　日本酒………………………………………大さじ1
　　片栗粉………………………………………小さじ1
　　しょうが（チューブ）…………………………… 少々
　　にんにく（チューブ）…………………………… 少々
　　ごま油……………………………………… 小さじ1
タアサイ…………………………………………1／2株
しいたけ………………………………………………2枚
にんじん………………………………………………10ｇ
絹豆腐……………………………………………1／2丁

〈団子〉
米粉………………………………………………… 60ｇ
絹豆腐………………………………………  60ｇくらい
鶏ガラスープ……………………………………500cc
塩コショウ……………………………………………適量

料理名

エネルギー：457kcal　たんぱく質：21.4ｇ　カルシウム：293.5mg　食塩：1.3ｇ

大和栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜タアサイ

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊タアサイはすぐに火が通ります。

どんな料理にも合いますが、今回は、季節の野菜を一緒に煮込んでみました。
　また、白玉団子やすいとんでも美味しくいただけます。
★タアサイの栄養
＊冬に強い野菜のひとつです。寒さにあたることで丈が伸びず甘味が増し、もっとも美味

しくなります。
栄養価は高く、特にカロテン、ビタミンＢ１、Ｂ２、カルシウムが豊富な緑黄色野菜です。
また、アクも少なく、葉も柔らかいため、そのまま調理することができます。

愛育委員会活動報告

★
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平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
よ

り
２
億
３
，７
９
６
万
円
増
の
98
億
５
７
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
５
億
４
５
８
万
円
増

の
93
億
９
，２
６
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
増
加
は
、
６
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
や
９
月
の
豪

雨
に
よ
る
農
地
農
業
施
設
災
害
や
土
木
施
設
災
害
の
復
旧

事
業
、
新
設
中
学
校
開
校
に
向
け
て
の
校
舎
等
の
改
修
工

事
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
、
共
同
調
理
場
設
備
改
修
工

事
な
ど
大
規
模
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
要
因
に

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
消
火
栓
ボ
ッ
ク

ス
、
ホ
ー
ス
の
更
新
事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
小

学
校
へ
の
放
課
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
が
ん
ば
る
地
域
応
援

事
業
、
結
婚
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校
生
ま
で
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
や
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
数
値
も
考
慮
し
な
が

ら
、
人
件
費
や
物
件
費
、
補
助
費
等
の
抑
制
、
事
業
の
計

画
的
な
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
扶
助
費

や
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
普
通
交
付
税
の
算
定
替
加
算
な
ど
の
合
併
の
恩

恵
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
当
町
の
財
政
状
況
は
厳
し

さ
を
増
す
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総務費…選挙や住基、徴税、
町の庁舎管理費などの経費

民生費…高齢者や障害者、児童
などの福祉に関連する経費

衛生費…老人・母子保健、予
防接種、合併浄化槽、し尿・
ごみ処理などの経費

農林業費…農林業の振興、農
業用道路や水路、農村環境
などの経費

商工費…道の駅管理運営、総
合施設事業などの経費

土木費…町道改良、舗装、住
宅建設などの経費

消防費…消防団の運営、常備
消防委託などの経費

教育費…幼稚園、小中学校の
管理、社会教育、生涯教育、
体育振興、文化財保護など
の経費

公債費…町の借金である町債
などを返済するための経費

諸支出金…財政調整基金、災
害対策基金積立などの経費

出るお金・歳出
町税…皆様が町に納めたお金で
町民税、固定資産税、軽自
動車税、たばこ税など

繰入金…基金などの積立金から
取り崩すお金

繰越金…前年度からの繰越のお
金

地方交付税…国から町の財政力
に応じて交付されるお金

国庫支出金…国が各種事業に補
助金等として負担するお金

県支出金…県が各種事業に補助
金等として負担するお金

町債…事業を行うために、町が
国などから借り入れた資金

自主財源…町が自主的に
収入できる財源

依存財源…国や県などか
ら定められた額を交付
されたり割当てられた
りする収入

入るお金・歳入

前　頁　グ　ラ　フ　用　語　解　説

特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額
国民健康保険 162,179 151,273 10,906
介護保険 198,943 198,228 715
後期高齢者医療 15,596 15,592 4
育英資金 3,242 949 2,293
診療所 2,718 1,165 1,553
簡易水道 48,394 48,293 101
下水道 10,899 9,960 939
農業集落排水事業 14,847 14,836 11
住宅新築資金等貸付事業 105 105 0
吉川財産区 2,348 222 2,126
大和財産区 266 41 225
賀陽財産区 2,416 124 2,292

計 461,953 440,788 21,165

上水道会計

※１　収益的収入
32,415

※３　資本的収入
591

※２　収益的支出
30,538

※４　資本的支出
2,466

1,877

△1,875

民生費
144,333円
高齢者・児童の福祉など

公債費
114,461円
借入金の返済

円

農林業費
86,920円

農業・畜産の振興など

衛生費
55,353円

教育費
125,986 円
学校・公民館の運営など

土木費
35,217円

道路・河川の整備など

消防費
21,443円

火災・災害の対応など

その他
72,870円
議会・災害復旧・観光振興・
積立金など

町民１人当たりの予算 755,827円
こんなふうに使われました　　一般会計

●平成26年3月31日 現在　　人口　12,427人

総務費
99,244

地域振興・庁舎管理など

保健衛生・廃棄物の収集、
処理など

※１�　収益的収入とは、水道料金、受託
工事収益、預金利息等の収入をいい
ます。

※２�　収益的支出とは、水道事業の営業
活動に従事する職員の人件費、維持
修繕費、光熱水費や薬品等の消耗品
費、受託工事費や減価償却費などを
いいます。

※３�　資本的収入とは、国などからの借
入金や一般会計や他の会計からの負
担金、加入者分担金などです。

※４�　資本的支出とは、建設改良に従事
した職員の人件費、配水管敷設や浄
水場建設などの工事費、起債の償還
金などです。

※�なお、資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額は、減価償却費等によ
り生じる内部留保資金から補てんされ
ます。

●特別会計決算額

総務費
12億3,330万円
（13.1%）

歳出
93億9,266万円

歳入

議会費
9,818万円（1.0%）

民生費
17億9,362万円
（19.1%）

衛生費
6億8,787万円
（7.3%）

労働費
601万円（0.1%）

農林業費
10億8,016万円
（11.5%）

商工費 1億4,616万円（1.6%）

土木費
4億3,764万円

（4.7%）

消防費
2億6,647万円

（2.8%）

教育費
15億6,563万円
（16.7%）

災害復旧費
2億4,444万円
（2.6%）

公債費
14億2,241万円
（15.1%）

諸支出金
4億1,077万円

（4.4%）

98億578万円

町税
11億7,463万円
（12.0%）

繰入金
7,723万円
（0.8%）

繰越金
6億7,974円
（6.9%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入、寄附金
諸収入
2億9,290万円
（3.0%）

地方交付税
46億8,142万円
（47.7%）

町債
10億632万円
（10.3%）

県支出金
8億5,582万円
（8.7%）

国庫支出金
6億9,170万円
（7.1%）

地方譲与税
地方消費税交付金

自動車取得税交付金等
3億4,602万円（3.5%）

自 主
財
源

依

存

財 源

一般会計　歳入

一般会計　歳出
93億9,266万円

98億578万円

（単位：万円）

集
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●健全化判断比率について

●吉備中央町普通会計貸借対照表（平成25年３月31日現在）

　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断す
るための指標として「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

指　　　　標 説　　　明 早期健全
化基準

吉備中央町の数値
平成 25年度決算 平成 24年度決算

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字額の標
準財政規模に対する比率 14.42 －

（黒字のため－と表示）
－

（黒字のため－と表示）

連結実質赤字比率
公営企業分（上下水関連）を含むすべての公
会計における実質赤字額（または、資金の不
足額）の標準財政規模に対する比率

19.42 －
（黒字のため－と表示）

－
（黒字のため－と表示）

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金等
の標準財政規模に対する比率 25.0 15.9 16.6 

将来負担比率
公社や出資法人等を含め、一般会計
等が将来負担する実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

350.0 84.5 102.6

※�標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準
税収入額等に普通交付税を加算した額。
※早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表して
います。
　平成25年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成24年度より改善させることがで
きました。

（単位：百万円）

資産の部　（これまで積み上げてきた資産）

産
資
融
金

資金
（現金や預金の資産） 795

債権
（税等の未収金、貸付金など） 183

有価証券
（運用目的の有価証券） 0

投資等
（出資金、基金など） 5,699

産
資
融
金
非 事業用資産
（庁舎や学校などの有形、無形固定資産） 16,909

インフラ資産
（道路や水道などの社会基盤となる資産） 45,669

資産合計 69,254

負債の部　（将来世代が負担する金額）

債
負
動
流

公債
（地方債の翌年度償還予定額） 1,251

短期借入金
（連結対象団体の短期借入金の残高） 38

その他
（賞与引当金など） 160

債
負
動
流
非

公債
（地方債残高のうち翌年度償還予定額を除いた残高） 10,822

借入金
（連結対象団体の長期借入金の残高） 0

引当金
（退職手当引当金など） 1,533

その他 0
負債合計 13,804

純資産の部　（現在までの世代が負担した金額）
純資産合計 55,450

負債・純資産合計 69,254

※四捨五入したため一致しない部分があります。

貸借対照表を町民一人当たり換算すると
平成 25年 3月 31日現在
人口 12,668人

（単位：万円）
資　　　産 547
負　　　債 109
純　資　産 438

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した、地方
公会計制度により「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金
収支計算書」の財務諸表を公表しています。（吉備中央町ホームページなど）
　これにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支
出を伴わない隠れたコストも把握することができます。
　４つの財務諸表のうち、バランスシートと呼ばれる貸借対照表について、表にしてみました。町が所有し
ている資産や、これから返済していかなければならない地方債などの負債がどれくらいあるのか、確認する
ことができます。

　

11
月
13
日
、
岡
山
県
庁
（
岡
山
市
北
区
）
で
、
平
成
26
年

度
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

積
極
的
に
活
動
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、
今
後
も
そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
方
々
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
酒さ

か
い
て
る
あ
き

井
輝
明
さ
ん
（
田
土
）
が
備

前
県
民
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら
岡
山
北
警
察
署
管
内
少
年

警
察
協
助
員
と
し
て
、
警
察
と
連
携
し
た
街
頭
補
導
活
動
な

ど
、
非
行
防
止
の
た
め
の
広
報
啓
発
や
支
援
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
の
活
動
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推

進
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
、
岡
山
県
歯
科
医
師
会
館
（
岡
山
市
）
で
平
成

26
年
度
岡
山
県
歯
科
保
健
優
良
校
・
園
・
高
等
学
校
歯
科
保

健
推
進
校
表
彰
式
（
主
催
＝
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
歯
科
医

師
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
」
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
学
校
、
園
に
対
し
て
表
彰
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
、
御
北
小
学
校

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
学
校
歯

科
医
と
協
力
し
、
一

般
社
団
法
人
日
本
学

校
歯
科
医
会
か
ら
委

嘱
を
受
け
「
生
き
る

力
を
は
ぐ
く
む
歯
・

口
の
健
康
づ
く
り
推

進
事
業
」
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
で
、
児
童

の
健
康
生
活
に
関
す

る
知
識
や
実
践
力
を

養
い
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

12
月
５
日
、
岡
山
北
警
察
署
で
善
行
少
年
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
加
賀
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
他
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
児
童
生
徒
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　

同
部
は
、町
な
ど
が
主
催
す
る
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
の
福
祉
施
設
へ
訪
問
し
演
奏
を
行
う
な
ど
、
吹
奏
楽
を

通
じ
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

加
賀
中
学
校
善
行
少
年
表
彰

御
北
小
学
校
平
成
26
年
度

�

岡
山
県
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
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生
涯
学
習・人
権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央

円
城
小
学
校
白
菜
収
穫
・
販
売
体
験

筝そ
う
曲き

ょ
く

を
通
し
て
伝
統
文
化
に
親
し
む

人
権
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
７
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
「
生
涯
学

習
・
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央
」（
町
・
町
教
育
委
員
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
学
習
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
人
権
意
識
・
人
権
感
覚
を
は
ぐ
く
み
、

人
権
尊
重
と
共
生
の
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

人
権
週
間
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

発
表
で
は
、
津
賀
小
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
取
り
組

み
や
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮み

や

本も
と

隆り
ゅ
う

治じ

さ
ん
に

よ
る
「
ゆ
と
り
・
ユ
ー
モ
ア
・
帰
り
は
元
気
！
」
と
題
し
た

記
念
講
演
で
は
、
自
身
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
の
経
験
を
通
し

て
学
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
の
大
切
さ
を
、
も
の
ま
ね
を
交
え
な
が

ら
語
ら
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
習
字
や
標

語
の
作
品
も
展
示
。
学
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
松
ぼ
っ
く
り

ツ
リ
ー
の
制
作
や
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
も
行
わ
れ
、
こ

の
日
訪
れ
た
参
加
者
は
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
会
（
会
長
＝
杭く

え

田だ

元は
じ
め

さ

ん
）
で
は
、
男
性
も
女
性
も
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
「
誰
も
が
輝
く
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に「
川
柳
・
絵
手
紙
」

を
募
集
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
か
が
や
く
」
で
、

多
く
の
作
品
の
中
か
ら
審
査
し
た
結
果
、
次
の
作
品
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

川
柳
部
門
（
応
募
５
１
４
点
）

●
小
学
生
の
部

大
　
賞　
か
が
や
い
た　

み
ん
な
の
え
が
お
で　

町
づ
く
り

�

山や
ま

口ぐ
ち　

瑚こ

白は
く

さ
ん
（
西
）　

優
秀
賞　
お
と
う
さ
ん　

か
が
や
く
あ
せ
が　

か
っ
こ
い
い

�

松ま
つ

浦う
ら　

英ひ
で

朗あ
き

さ
ん
（
田
土
）

優
秀
賞　
か
が
や
い
て　

明
る
い
か
て
い　

楽
し
い
な

�

田た

村む
ら　
　

紬つ
む
ぐ

さ
ん
（
豊
野
）

優
秀
賞　
人
生
は　

み
ん
な
が
か
が
や
く　

ス
テ
ー
ジ
だ

�

藤ふ
じ

田た　

栄は
る

利と

さ
ん
（
上
野
）

●
中
学
生
の
部

大
　
賞　
輝
い
た　

親
父
の
背
中　

追
い
か
け
る

�

山や
ま

元も
と　

翔し
ょ
う

太た

さ
ん
（
吉
川
）

優
秀
賞　
い
き
い
き
と　

輝
く
我
が
町　

い
つ
ま
で
も

�

石い
し

田だ　

萌も
え

乃の

さ
ん
（
西
）　

優
秀
賞　
あ
り
が
と
う　

笑
顔
か
が
や
く　

こ
の
し
ゅ
ん
か
ん

�
高た
か

橋は
し

凜り
ん

乃の

介す
け

さ
ん
（
吉
川
）

優
秀
賞　
あ
い
さ
つ
で　

輝
く
笑
顔　

ふ
や
そ
う
よ

�

中な
か

野の　

樹じ
ゅ

奈な

さ
ん
（
豊
野
）

●
大
人
の
部

大
　
賞　
農
に
生
き　

夫
婦
の
汗
が　

輝
き
て

�

小お

川が
わ

美み

江え

子こ

さ
ん
（
湯
山
）

優
秀
賞　
老
い
て
な
お　

夢
を
追
い
か
け　

輝
き
た
い

�

小こ

林ば
や
し　

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
笹
目
）

　

11
月
11
日
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
筝
曲
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
加
賀
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
、
筝
曲
の
出

前
講
座
（
主
催
＝
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
文
化
連
盟
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
芸
術
の
優
れ
た
指
導
者
を
学
校
等
に
派
遣

し
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
本
物
の
文
化
・
芸
術
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
創
造
力
や
文
化
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

同
連
盟
の
文
化
人
材
バ
ン
ク
事
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

講
師
は
、
岡
山
三
曲
協
会
理
事
の
原は

ら

野の

学ま
な
ぶ

さ
ん
と
中な
か

川が
わ

博ひ
ろ

子こ

さ
ん
で
、
琴
の
特
徴
な
ど
の
説
明
や
爪
の
使
い
方
、
姿
勢

の
説
明
、
模
範
演
奏
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
生
徒
た
ち
は
実
際

に
演
技
指
導
を
受
け
な
が
ら
筝
曲
「
さ
く
ら
」
の
演
奏
を
行

い
ま
し
た
。

　

演
奏
で
は
、
慣
れ
な
い
爪
を
付
け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
演

奏
し
、
筝
曲
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
と
17
日
に
、
円
城
小
学
校
児
童
が
地
域
の
特
産

品
で
あ
る
円
城
白
菜
の
収
穫
お
よ
び
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
の
５
年
生
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、

白
菜
を
栽
培
し
、
販
売
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
白
菜
の
収
穫
で
は
、片か

た

山や
ま

紀と
し

彦ひ
こ

さ
ん（
上

田
西
）
か
ら
、
鎌
を
使
っ
て
根
を
切
る
収
穫
方
法
の
説
明
を

聞
い
た
後
、
全
員
で
白
菜
を
収
穫
。
白
菜
の
生
育
状
況
に
つ

い
て
片
山
さ
ん
は
「
大
き
く
て
味
も
甘
く
て
上
出
来
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
行
わ
れ
た
、
道
の
駅
か
も
が
わ
円
城
で
の

販
売
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
私
た
ち
が
育
て
た
お
い

し
い
円
城
白
菜
は
い
か
が
で
す
か
」
と
元
気
に
声
を
掛
け
る

と
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
立
ち
止
ま
っ
て
白
菜
を
買
い
求
め
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
白
菜
の
収
穫
と
販
売
を
体
験
し
た
山や

ま

名な

す
み
れ
さ

ん
は
「
自
分
た
ち
が
植
え
た
白
菜
が
育
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
、
下
竹
荘
小
学
校
で
人
権
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー

ト
（
主
催
＝
下
竹
荘
小
学
校
、
下
竹
荘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
が

開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
、
保
護
者
な
ど
約
40
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
命
の
大
切
さ
や
、
お
互
い
を
認
め
、
思
い
や
る

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
歌
を
通
し
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
倉
敷
市
を
拠
点
に
県
内
外
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
八や

木ぎ

た
か
し
さ
ん

が
来
校
。
八
木
さ
ん
は
歌
の
中
に
自
身
の
小
学
生
時
代
に
体

験
し
た
い
じ
め
や
、
子
育
て
な
ど
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら

弾
き
語
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
脳
性
ま
ひ
の
方
々
と
の
交

流
を
も
と
に
作
ら
れ
た
歌
や
、
手
話
を
交
え
た
歌
も
披
露
さ

れ
、
参
加
者
は
命
の
大
切
さ
や
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
、
酒さ

か

井い

滉こ
う

一い
ち

く
ん
（
６
年
生
）
は
「
み

ん
な
の
前
に
出
て
手
話
を
行
っ
た
時
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

八
木
さ
ん
が
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
、
人
権
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
吉
備
中
央
町
男
女
共
同
参
画

「
川
柳
・
絵
手
紙
」コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

絵
手
紙
部
門
（
応
募
16
点
）

　

入
賞
者
に
は
、
12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
生
涯
学
習
・
人

権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央
に
お
い
て
、
杭
田
会
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

優秀賞　沼
ぬ

本
もと

晴
はる

江
え

さん（下土井）

優秀賞　藤
ふじ

井
い

　尊
たかし

さん（豊野） 大賞　河
かわ

内
うち

とし子さん（吉川）
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岡
山
県
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団

�

連
盟
50
周
年
記
念
大
会

　

岡
山
県
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟
50
周
年
記
念
大
会
（
主
催
＝

岡
山
県
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟
）
が
、
国
立
吉
備
青
少
年
自
然

の
家
で
11
月
22
日
～
23
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら

団
員
・
リ
ー
ダ
ー
合
わ
せ
て
１
８
２
名
が
参
加
し
、
吉
備
中

央
町
か
ら
も
団
員
11
名
・
リ
ー
ダ
ー
６
名
の
計
17
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
中
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、
岡
山
県
立
岡
山
盲

学
校
の
竹た

け

内う
ち

昌ま
さ

彦ひ
こ

先
生
が
「
私
の
歩
ん
だ
道
～
見
え
な
い
か

ら
見
え
た
も
の
～
」
と

題
し
、
竹
内
先
生
が
幼

い
こ
ろ
に
失
明
さ
れ
て

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
談

や
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の
盲

学
校
建
設
と
い
う
大
き

な
目
標
の
達
成
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
、
参
加
者

は
貴
重
な
話
に
真
剣
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し�

た
。

　

ま
た
、
大
会
中
は
、

ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、�

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
奉
仕

活
動
も
行
わ
れ
、
こ
の

２
日
間
を
通
し
て
、
団

員
、
リ
ー
ダ
同
士
で
友

情
を
深
め
た
実
り
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、
加
賀
中
学
校
で
、
吉
備
中
央
町
小
学
校
合
同

体
育
（
加
賀
中
学
校
新
一
年
生
入
学
体
験
授
業
・
主
催
＝
吉

備
中
央
町
教
育
研
修
所
、
同
研
修
所
体
育
部
会
、
町
内
小
中

学
校
）
が
開
催
さ
れ
町
内
全
小
学
校
の
６
年
生
91
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
優
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら
卓
越
し
た

技
術
を
学
び
、
体
育
学
習
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
加
賀
中
学
校
に
進
学
す
る
す
べ
て
の
６
年
生

が
、
授
業
を
通
し
て
信
頼
と
友
情
を
深
め
、
中
学
校
の
体
験

入
学
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
大お

お

家や

一は
じ
め

監

督
と
部
員
５
名
、
加
賀
中
学
校
か
ら
藤ふ

じ

井い

輝て
る

彦ひ
こ

先
生
、
上う
え

野の

義よ
し

人ひ
と

先
生
を
講
師
に
招
い
て
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
大
家

監
督
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
発
祥
や
歴
史
な
ど
の
説
明

の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
自
己
紹
介
を
し
ま
し�

た
。

　

そ
し
て
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や
パ
ス
な
ど
の
基
礎
練

習
を
行
っ
た
あ
と
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、児
童
た
ち
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
、
吉
備
プ
ラ
ザ
で
「
岡
崎
嘉
平
太
が
め
ざ
し
た

世
界
平
和
へ
の
道
を
考
え
る
」
第
13
回
講
演
会
（
主
催
＝
岡

崎
嘉
平
太
記
念
館
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
平
和
、
そ
し
て
世
界
平
和
を
目
指
し

て
尽
力
さ
れ
た
嘉
平
太
氏
の
功
績
を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
中
友

好
の
大
切
さ
、
世
界
平
和
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

岡
崎
嘉
平
太
訪
中
団
で
通
訳
を
務
め
ら
れ
た
全
日
本
空
輸

株
式
会
社
の
朱し

ゅ

金き
ん

諾だ
く

氏
に
よ
る
「
日
中
友
好
の
架
け
橋
岡
崎

嘉
平
太
先
生
の
思
い
出
―
今
こ
そ
岡
崎
精
神
で
日
中
友
好
の

絆
を
―
」
と
題
し
た
講
演
で
は
「
岡
崎
先
生
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
日
中
友
好
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
、
世
界
平
和
に
向

け
て
夢
を
語
る
と
き
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
香
川
大
学
法
学
部
准
教
授
の
井い

の

上う
え

正ま
さ

也や

氏
に
よ

る
「
歴
史
と
し
て
の
日
中
民
間
貿
易
―
岡
崎
嘉
平
太
の
Ｌ
Ｔ

／
Ｍ
Ｔ
貿
易
の
軌
跡
―
」
で
は
、
日
中
の
民
間
貿
易
に
お
け

る
経
緯
と
歴
史
に
関
す
る
講
演
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
日
中

友
好
、
世
界
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町
小
学
校
合
同
体
育

「
岡
崎
嘉
平
太
が
め
ざ
し
た
世
界
平
和

へ
の
道
を
考
え
る
」第
13
回
講
演
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

２
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成27年２月26日（木）
午前９時～正午

会場 吉川公民館 加茂川総合
福祉センター

相談
内容 行政相談・福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
27
年
２
月
３
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
27
年
２
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
27
年
２
月
19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
届
出
に

関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま�

す
。

　

当
日
は
、
関
係
書
類
の
交
付
及
び
届
出
書

類
の
事
前
審
査
の
日
時
を
指
定
し
ま
す
の
で
、

立
候
補
予
定
の
関
係
者
は
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

【
選
挙
区
及
び
定
数
】

　

岡
山
市
北
区
加
賀
郡
選
挙
区
＝
８
名

【
開
催
日
時
】

　

平
成
27
年
２
月
10
日
㈫

　
　

受　

付　

午
後
１
時
か
ら

　
　

説
明
会　

午
後
１
時
30
分
か
ら

【
開
催
場
所
】

　

岡
山
市
役
所
本
庁
舎　

７
階
大
会
議
室

【
そ
の
他
】

　

①�

座
席
数
の
都
合
上
、
立
候
補
予
定
者
１

名
に
つ
き
、
参
加
者
２
名
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

②�

当
日
は
駐
車
場
が
混
み
合
う
た
め
、
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

吉
備
中
央
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
総
務
課
内
）

　
　

総
務
課　

行
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

入
札
指
名
参
加
願
の
申
請
受
付

　

次
の
と
お
り
、
平
成
27
年
度
入
札
指
名
参

加
願
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
提
出
先
】

　

〒
７
１
６

－

１
１
９
２

　

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
野
１
番
地
２

　

吉
備
中
央
町
役
場
賀
陽
庁
舎　

総
務
課

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
（
必
着
）

【
有
効
期
間
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

～
平
成
28
年
３
月
31
日

【
提
出
方
法
】

　

郵
送
・
持
参
ど
ち
ら
で
も
可

【
書
類
の
綴
じ
方
】

　

�

Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
（
背
表
紙
に
業
者
名

明
記
の
こ
と
。
色
指
定
な
し
）

【
申
請
書
類
】

　

国
土
交
通
省
統
一
様
式
に
沿
っ
た
も
の

　

※�

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
総
務
課
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※�

書
類
等
に
不
備
が
あ
る
と
受
付
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
早
期
の
提
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

※�

受
付
確
認
が
必
要
な
方
は
受
付
票
及
び

返
信
用
の
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

総
務
課　

財
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ
　

ご
存
知
で
す
か
？

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

  

～
吉
備
中
央
町
国
民
健
康

�
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

　

単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
へ
の
施
術

は
、
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

【
国
保
保
険
証
が
使
え
る
場
合
】

　

�

外
傷
性
（
ケ
ガ
）
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲

及
び
捻
挫
に
対
す
る
施
術

　

※�

骨
折
や
脱
臼
に
つ
い
て
は
医
師
の
同
意

が
必
要
で
す
。（
応
急
手
当
の
場
合
は
、

手
当
後
に
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
）

【
国
保
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
】

　

次
の
よ
う
な
施
術
は
保
険
の
対
象
と
な
ら

な
い
た
め
、
施
術
費
用
全
額
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

○�

日
常
生
活
に
お
け
る
疲
労
や
肩
こ
り
、

腰
痛
、
筋
肉
痛

　

○�

内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患
か
ら
く
る
痛

み
や
し
び
れ

　

○�

柔
道
整
復
の
治
療
を
完
了
し
て
単
に

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
を
継
続
す
る
施
術

　

○�

病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
負
傷
等
を

治
療
中
の
も
の

　

○�

労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
や
通

勤
途
上
で
の
負
傷

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

　

○�

負
傷
原
因
（
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
し

て
、
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か
）
を
正

確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交
通
事

故
な
ど
第
三
者
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場

合
は
、
す
み
や
か
に
保
健
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

○�

療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
（
負
傷
原

因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額
）
を
よ
く

確
認
し
て
、
署
名
又
は
捺
印
を
し
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
整
骨
院
等
の
窓
口
で

は
、
病
院
・
診
療
所
に
か
か
っ
た
と
き

と
同
じ
よ
う
に
自
己
負
担
分
の
み
支
払

う
こ
と
に
よ
り
施
術
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
施
術
を
受
け
た
時
に
は
、

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
の

受
取
代
理
人
欄
（
住
所
、
氏
名
、
委
任

年
月
日
）
に
原
則
患
者
の
自
筆
に
よ
る

記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

○�
領
収
証
は
必
ず
も
ら
っ
て
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

【
保
健
課
か
ら
の
お
願
い
】

　

整
骨
院
等
か
ら
の
請
求
に
誤
り
等
が
な
い

か
確
認
す
る
た
め
に
、
施
術
日
や
施
術
内
容

等
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

施
術
を
受
け

た
記
録
（
領
収

証
や
明
細
書
）

は
大
切
に
保
管

し
、
回
答
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

保
健
課　

医
療
保
険
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

国民健康保険からのお願いです
●保険税が国民健康保険を支えています。
　�　国民健康保険は病気やけがをしたときに安心してお医者さんにかかることができるよう、加入者皆さんでお金を出し
合って運営している制度です。
　�　保険税は、国・県支出金等と共に大切な財源になっています。国民健康保険はこの財源を元に、皆さんがお医者さん
にかかった費用を負担しています。大きな病気やけがをした場合に、すべての人が安心して医療を受けることができま�
す。
●医療費は大切に使いましょう。
　�　医療費が増えれば保険税の引き上げにつながってしまいます。そうならな
いためにも、日ごろから健康に心がけ、医療費の節約をすることが大切です。
●健診を受けて健康づくりを意識しましょう。
　�　病気の早期発見や身体の状態のチェックにも、健診は欠かせません。医療
費を有効に使うためにも、年に一度は必ず健診を受けましょう。
●すぐにできる医療費の節約ヒント
　　★お医者さんのかけもちはやめ、かかりつけ医を持ちましょう。
　　★急病の時以外は時間外・休日受診はやめましょう。
　　★ジェネリック医薬品を利用しましょう。
●医療費通知を確認しましょう。
　　お医者さんにかかったときの医療（治療）費をお知らせしています。
　�　決して受診を控えてくださいという意味でお届けしているものではありません。受診の状況や医療費を知っていただ
くことで、今後の健康管理に役立てていただければと思います。
●届け出は忘れずに
　　職場の健康保険に加入したとき、やめたときなどには、14日以内に届出をお願いします。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　☎０８６６－５４－１３２６

ジェネリック（後発）医薬品とは
　最初に作られた薬（新薬、先発
医薬品）の特許終了後に、厚生労
働省の認可のもとで製造販売され
た薬です。新薬と有効成分が同じ
で同等の効果があり安全ですが、
開発コストが少ない分、新薬より
２割～７割も安価です。医師や薬
剤師に相談して積極的に利用しま
しょう。

　町では、平成26年度から固定資産税の課税対象となる家屋の全棟調査を実施してい
ます。
　この調査は、町内にある全ての家屋について、増築や未調査による課税もれ、または
取り壊し等がある家屋を調査するもので、すでに課税されている家屋との公平を期し、
公正で適正な課税を目指すために行うものです。
　町の職員が全家屋の調査を行いますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたしま�
す。

１．調査方法について
●�課税台帳の登録内容（所在、種類、構造、床面積等）に基づき、建物の現況を確認さ
せていただきます。
●外観（外周）調査を行いますので、敷地内に立ち入りさせていただきます。
　（原則として家屋の中には入りません）
●所有者が不在の場合も確認させていただきますので、ご理解をお願いします。
　※�調査は地方税法の規定により行われます。調査担当職員は、「固定資産評価補助員証」
を携帯していますので、ご不審の際はご確認ください。

２．調査後の対応について
　調査の結果、台帳と現況が異なる場合は、以下のとおり対応します。
●未課税家屋（課税対象家屋で、課税台帳に記載がない場合）
　　全棟調査が完了した翌年度（平成30年度を予定）から課税開始となります。
●滅失家屋（課税台帳に家屋が記載されているが、現地に存在しない場合）
　　�現況において課税家屋が存在しない（取り壊されていた等）場合は、調査年度から
課税除外とします。調査年の１月１日時点で存在する場合は、調査年度の翌年度か
ら課税除外とします。

３．調査予定地区について
　�　調査予定地区は、以下のとおりです。進捗状況によっては、年度を前後する可能性
がありますのでご了承ください。
　　平成26年度　　津賀地区、円城地区
　　平成27年度　　御北地区、上竹地区、豊野地区
　　平成28年度　　下竹地区、吉川地区、大和地区

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

家屋全棟調査の実施について
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町県民税の申告（所得税の確定申告）について
■町県民税の申告（所得税の確定申告）期限は、３月16日です。
■２月16日から３月16日まで各地区で申告相談を行います。

　平成27年度町県民税の申告書（平成26年分所得税の確定申告書）の提出期限は、平成27年３月
16日（月）までとなっています。申告をしなければならない人は、平成26年中（１月１日～12月
31日）の所得金額等を正しく計算し、早めに申告しましょう。
　２月16日～３月16日まで各地区で申告相談及び申告書の受付を行いますのでご利用ください。各
地区の日程及び申告に必要な準備、書類等については、この広報紙と一緒にお配りしている日程表を
ご覧ください。

給与所得がある方
①給与の収入金額が2,000万円を超える方
②�給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）
の合計額が20万円を超える方など
③�給与を２か所以上から受けていて､ 年末調整をされなかった給与の収入金
額と各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計金額が20万円を超える方など
公的年金等を受給されている方
　公的年金等の収入金額が400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の各種の所得金額が
20万円以下である場合には、確定申告の必要はありません。
◆�所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、還付申告を受けるためには、確
定申告書を提出する必要があります。
◆�所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、町県民税の申告が必要な場合が
あります。
上記以外の方
次の①～③の計算において残額がある場合
①�各種の所得の合計額（譲渡所得、山林所得を含む）から、所得控除を差し引いて、課税される所得
金額を求めます。
②課税される所得金額に税率を乗じて所得金額を求めます。
③所得金額から配当控除額を差し引きます。
◆�平成49年分までは、基準所得税額に2.1％の税率を乗じて計算した復興特別所得税を納めることと
なります。

　上記の「所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方」以外で、平成27年１月1日現在、吉備
中央町内に居住し、次に該当する方は、吉備中央町へ町県民税の申告書の提出が必要です。
◆事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方。
◆給与収入がある方で、
　　○年末調整した給与以外に各種所得がある方。
　　○平成26年中にアルバイトやパートなどをしていた方で、収入金額が93万円を超える方。
◆公的年金等の収入のみがあり、配偶者・扶養控除等を受けたい方で、
　　○平成27年１月１日現在の年齢が65歳以上で、年金収入額が148万円を超える方。
　　○平成27年１月１日現在の年齢が65歳未満で、年金収入額が98万円を超える方。
◆土地・建物等の譲渡所得があった方、株式の譲渡所得等があった方。

所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方

町県民税の申告が必要な方

◆その他地方税法の規定により申告が必要な方。
〔注〕�　所得税の確定申告及び町県民税の申告の必要のない方（所得のない方を含む。）でも、国民

健康保険または後期高齢者医療制度に加入されている世帯の世帯主並びに被保険者の方は、税
額（保険料）軽減等の算定に必要となりますので、町県民税申告書（兼国民健康保険税・後期
高齢者医療申告書）の提出をお願いします。

　　　�　また、平成27年度中に所得証明書（所得額が０円のものを含む。）等が必要となる方は、町
県民税申告書を提出してください。

　２月16日（月）・17日（火）の２日間は、下竹荘公民館（湯山1002）において、町内全域の方を
対象に岡山西税務署と合同で申告相談及び申告書の受付を行います。営業等・不動産・配当所得、土
地建物・株式の譲渡所得等がある方は、できるだけこの２日間にお越しください。

◆�申告相談にお越しの際は、この広報紙と一緒にお配りしている「申告相談日程表」の裏面をよくお
読みいただき、所得額の計算に必要な事前準備をしていただくとともに、持参いただく書類等をよ
く確認のうえご来場ください。

◆�毎年収支内訳書の作成に時間がかかり、申告相談会場で順番をお待ちいただく時間が長くなってい
ますので、事前作成のご協力をお願いします。収支内訳書の作成が難しい方は、領収書や通帳など
収入金額と支出金額が分かるものを整理のうえご持参ください。農業所得のある方は、この広報紙
と一緒にお配りしている「農業所得収支整理ノート」に記入してご持参ください。

◆�医療費控除を受ける方は、支払った医療費の領収書等を受診者別に仕分け、金額の集計を必ず行っ
てご持参ください。

　ご不明な点がありましたら、次へお問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

２月16日・17日の２日間は、税務署と合同で申告相談を行います

申告相談に来られる際の注意点（お願い事項）

軽自動車の手続きはお早めに
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。
　他人に譲った、盗難に遭った、壊れたので廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には名義変更や廃車
の届出をする必要があります。そのままにしておくと実際は所有していないのに課税されてしまいます。
　また、新しく車を購入・譲り受けた場合も登録手続きが必要です。
　毎年３月は窓口が大変混雑しますので、早めの手続きをお願いします。
※諸手続きを事業所等に委託された方は、委託先に手続きの完了をご確認ください。

【申告窓口】
※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

車　　　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） （一社）全国軽自動車協会連合会　岡山事務所
（岡山市北区久米178番地３）☎086-245-5800

125cc 以上の
二輪車

軽二輪
（125cc 超250cc 以下）

岡山県自動車整備商工組合
（岡山市中区藤原25番地）☎050-5540-2072

二輪の小型自動車
（250cc 超）

中国運輸局　岡山運輸支局
（岡山市中区藤原24番地１）☎050-5540-2072

原動機付自転車・小型特殊自動車 住民課、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所、井原出張所

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５
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担い手経営安定法の改正に伴い、27年産から経営所得安定対策
（ゲタ・ナラシ対策）の交付対象者が変わります。

①畑作物の直接支払交付金
　（ゲタ対策）

麦、大豆（白）、そば、なたねに対
する交付金

②米・畑作物の収入減少影響
　緩和対策　（ナラシ対策）

米、麦、大豆（白）の収入減少に備
えた補てん金

（注意）
　ゲタ・ナラシ対策は、平成27年産から交付対象者が、
　　①認定農業者
　　②一定の要件を満たす集落営農組織
　　③認定新規就農者　に限定されます。
　交付対象者となっていない方の中で、交付を希望される方は、下記へお問い合
わせください。
【お問い合わせ先】
　　ゲタ・ナラシ対策について
　　　中国四国農政局　経営所得安定対策担当　☎０８６－２３０－１０６１
　　認定農業者・認定新規就農者について
　　　農林課　農業振興班　　　　　　　　　　☎０８６６－５４－１３１８

こしひかり種子の更新（種子更新した苗を含む）をお願いします
－平成27年度ふるさと納税「米作り農家応援事業」－

　吉備中央町では、平成26年度に引き続いて、ふるさと納税「米作り農家応援事業」を実施します。
　「ふるさと納税」の寄付者に対するお礼の品として贈呈した町内産こしひかりは、「おいしかった」「子供
たちが、いくらでも食べるようになった」などと、大変喜んでいただきました。
　この声に応えるためにも、ふるさと米の品質管理は、とても大切です。
　そこで、平成27年度に出荷を希望される方は、種子の更新（種子更新した苗を含む）をお願いすることに
なりました。
　誠に急なお話ですが、準備方よろしくお願いします。
　※�更新用種子（苗）は、「主要農作物種子法」にのっとり生産されたものに限りますので、購入伝票等の保管
をお願いします。

平成27年度ふるさと米募集の概要

　■募 　 集 　 期 　 間　　平成27年３月２日（月）～３月31日（火）
　■品　　　種　　　等　　平成27年吉備中央町産　コシヒカリ
　■目 　 標 　 数 　 量　　３３０，０００㎏（５，５００俵）
　■買取価格〔１俵当〕　　（１等米）　１７，０００円　　（２等米）　１６，０００円
　■出 　 荷 　 限 　 度　　主食用米の作付面積１反（10ａ）に付き２俵（120㎏）まで
　　　　　　　　　　　　　総出荷数の上限30俵（1,800㎏）まで
　　※ふるさと米の応募用紙等は、あらためて３月頃に各戸へ配布する予定です。

【お問い合わせ先】　協働推進課　地域振興班　☎０８６６－５４－１３０１

◎�

子
ど
も
の
英
語
教
室

　
『
あ
そ
び
に
お
い
で
よ
！
Ａ
Ｂ
Ｃ
』

　

ジ
ョ
ン
先
生
の
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る
レ
ッ
ス

ン
で
す
。

　

■
日　

時
／
２
月
21
日
㈯

　

２
～
６
歳　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
15
分

　

７
～
10
歳　

午
後
３
時
30
分
～
４
時
15
分

　

■
場　

所
／
上
竹
荘
公
民
館　

ホ
ー
ル

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／
２
月
17
日
㈫

　
　
　
　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
い
き
い
き
体
操
教
室

　

■
日　

時
／
２
月
４
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　

■
場　

所
／
豊
野
公
民
館

　

■
参
加
費
／
３
０
０
円

　

※�

運
動
の
で
き
る
服
装
と
水
分
補
給
の
で

き
る
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
男
の
料
理
教
室

　

■
日　

時
／
２
月
５
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

■
場　

所
／
豊
野
公
民
館

　

■
参
加
費
／
２
０
０
円

　

■
持
ち
物
／�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭

き

　

■
募
集
人
数
／
先
着
15
名



1617 広報きびちゅうおう  2015. ２月号 広報きびちゅうおう  2015. ２月号

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

�

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。

募　

集

　

後
楽
園
で
は
、
秋
（
10
月
22
日
）
に
園
内

の
ア
カ
マ
ツ
や
ク
ロ
マ
ツ
に
巻
い
た
菰
を
、

冬
ご
も
り
の
虫
が
這
い
出
て
く
る
と
言
わ
れ

る
二
十
四
節
気
の
「
啓
蟄
」
の
日
の
前
（
２

月
18
日
）
に
取
り
外
し
ま
す
。
冬
越
し
し
て

い
る
害
虫
を
菰
ご
と
焼
い
て
駆
除
す
る
方
法

が
「
松
の
菰
焼
き
」
で
す
。

　

約
２
４
０
枚
巻
い
た
“
冬
の
衣
”
を
１
枚

ず
つ
外
す
と
、
松
林
も
す
っ
か
り
春
の
装
い

に
な
り
ま
す
。外
し
た
菰
に
火
を
付
け
る
と
、

白
い
煙
が
モ
ク
モ
ク
と
あ
が
り
は
じ
め
、
や

が
て
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
ま
す
。
そ
の
様

子
は
春
を
迎
え
る
風
物
詩
と
し
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
に
人
気
で
す
。

【
開
催
日
時
】
平
成
27
年
２
月
18
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

【
開
園
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

�

（
入
園
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

　

国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
で
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
非
常
勤
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

【
採
用
職
種
】

　

一
般
事
務
補
佐
員（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
）

【
職
務
内
容
】

　

�

利
用
者
受
付
業
務
、教
育
事
業
対
応
業
務
、

文
書
作
成
・
整
理
、
環
境
整
備
等
軽
作
業

　

※
障
が
い
の
あ
る
方
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
３
名

【
雇
用
期
間
】　

　

平
成
27
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

～
平
成
28
年
３
月
31
日

　

※
更
新
の
可
能
性
あ
り

【
勤
務
時
間
】　

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
45
分

【
週
所
定
労
働
日
数
】
５
日
程
度

【
休
日
】
週
休
２
日
程
度

【
資
格
な
ど
に
つ
い
て
】　

　

①
高
等
学
校
卒
業
以
上

　

②�

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
も
勤
務
可

お
知
ら
せ

催　

し

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

【
場
所
】
岡
山
後
楽
園

【
入
園
料
】
大
人
４
０
０
円
・

�

シ
ニ
ア
・
小
中
学
生
１
４
０
円

　

※�

天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
岡
山
後
楽
園

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

１
１
４
８

能
な
者

　

③�

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）

経
験
が
あ
る
者

　

④
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
者

【
応
募
方
法
】

　
　

履
歴
書
を
持
参
又
は
郵
送

　

※�

障
が
い
の
あ
る
方
は
履
歴
書
に
等
級
と

必
要
な
配
慮
等
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

【
応
募
期
限
】

　

平
成
27
年
１
月
31
日
㈯
必
着

【
採
用
試
験
】
面
接
試
験

　
※
日
時
な
ど
は
、応
募
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。

【
応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
１
６

－

１
２
４
１

　
　

吉
備
中
央
町
吉
川
４
３
９
３

－

82

　
　

国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家 

総
務
係

　
　

担
当
：
岡
田

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
２
３
３

　

岡
山
県
内
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業
場
は
、
そ
れ

ぞ
れ
該
当
す
る
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、

「
岡
山
県
最
低
賃
金
（
７
１
９
円
、
平
成
26

年
10
月
５
日
発
効
）」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
又
は
65
歳
以
上
の
者

②�

雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
技

能
習
得
中
の
も
の

　

な
お
、「
鉄
鋼
業
」「
自
動
車
・
同
附
属
品

製
造
業
」「
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業
」
に
つ
い
て
は
、
雇
入
れ
後
３
月

未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得
中
の
も
の

③�

清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従

事
す
る
者

※�

特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な
い
労
働
者

は
、「
岡
山
県
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局　

労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
４

　

岡
山
労
働
基
準
監
督
署

�

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

０
５
９
１

凍結によるスリップ事故に気を付けて

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６ー７２４ー０１１０

　路面凍結によるスリップ交通事故の発生が予想されます。特に冷え込んだ日の朝方は、橋や朝日の当
らないカーブ等が危険です。滑ることを想定し、予め十分に減速した運転で、凍結によるスリップ事故
防止に努めてください。
　また薄暮時間帯の交通事故が多発しています。特に午後４時から午後６時までの間は、交通事故の発
生が多い傾向にあります。用事のある方は、午後４時までの明るいうちに済ませ、暗くなってからの外
出は控えましょう。

松
の
菰
焼
き

非
常
勤
職
員
募
集

特定最低賃金
（岡山県内） 時間額 発効日

耐火物製造業 ８４２円
平成26年12月18日

鉄鋼業 ８５８円
一般機械器具等製造業 ８３５円 平成26年12月26日
電気機械器具等製造業 ７７１円 平成26年12月17日

自動車・同附属品製
造業 ８２３円 平成26年12月26日

船舶製造・修理業，
舶用機関製造業 ８５３円 平成26年12月18日

各種商品小売業 ７７８円 平成26年11月30日

  確定申告会場は、ママカリフォーラムです。
（岡山市北区駅元町14番１号　岡山コンベンションセンター２階）

　　　　　期　　間　　平成27年２月16日（月）～３月16日（月）
　　　　　受付時間　　午前９時～午後４時（相談時間は午前９時～午後５時）

※上記期間中は、岡山西税務署では申告会場を設けておりませんのでご注意ください。
※�駐車場（ママカリパーキング、リットパーキング）は有料となっており、台数に限りがありますので、
来場の際には公共交通機関をご利用ください。

※�税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、相談及び窓口での申告書の受付は行っておりませんが、２月22日、
３月１日の日曜日に限り、上記の申告会場（ママカリフォーラム）において確定申告の相談を行います。

【お問い合わせ先】　岡山西税務署　☎086－254－3411

 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人事業者の消費税及び地方消費税の申告・納税は

３月31日（火）まで

所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告・納税は

３月16日（月）まで

詳しくは 国税庁
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

２月号

出会いの
号

扉
2015年 ２月の休館日

２日　９日
11日　15日
16日　23日

＜一般書＞　�
　大正ロマンを代表する画
家・竹久夢二。「夢二式」
と呼ばれる美人画の数々
や、デザイナーとしての夢
二が手がけた、本の装丁や
生活小物のデザインなども
収録されている。夢二ファ
ンにはたまらない一冊。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　あの地震からもうすぐ４
年…。「牛飼いだから、牛
を飼う。」その思いで、原
発事故による「立ち入り禁
止区域」の中に今も残り、
売れなくなった牛の世話を
しつづけている「希望の牧
場・ふくしま」。ほんとうに
あったお話をもとにつくら
れた絵本。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケシンスケ／ブロンズ新社 か

まるまるまるのほん エルヴェ・テュレ／ポプラ社 か

くろいながい おくはらゆめ／あかね書房 ロ

おかおになあれ！ ふじもとのりこ／BL出版 ロ

児　

童　

書

どろぼうのどろぼん 斉藤 倫／福音館書店 か

鹿の王　上・下 上橋菜穂子／メディアファクトリー か

妖怪ウォッチ ようかいだいずかん 小学館 ロ

げんきなぬいぐるみ人形ガルドラ セジウィック／福音館書店 ロ

一
般
実
用
書

農家が教える 手づくり加工・保存の知恵と技 農山漁村文化協会 か

里の時間 芥川 仁　ほか／岩波書店 か

DIY LIFE Kume Mari ／主婦の友社 ロ

長嶋茂雄　最後の日1974.10.14 鷲田 康／文藝春秋 ロ

一
般
読
み
物

サラバ！　上・下 西 加奈子／小学館 か

宇喜多の捨て嫁 木下 昌輝／文藝春秋 か

アイネクライネナハトムジーク 伊坂 幸太郎／幻冬舎 ロ

親鸞　激動編　上・下 五木 寛之／講談社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
2月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　12日（木）かもがわ図書館
　　　26日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　21日（土）ロマン高原かよう図書館

出 演 おはなしやさん
『竹久夢二の世界
� 描いて、旅して、恋をして』
竹内清乃／編　平凡社

『希望の牧場』
森絵都／作　吉田尚令／絵

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
田た

村む
ら 

　
友ゆ
う

麻ま

さ
ん
の
「
お
か
あ
さ
ん
と
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「おかあさんとの
� 楽しいおしゃべり」

下竹荘小学校　３年

田
た

村
むら

　友
ゆう

麻
ま
さん

　

わ
た
し
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
は
た
ら
い
て
い
ま

す
。
し
ご
と
は
お
年
よ
り
の
お
せ
わ
で
す
。
お
か

あ
さ
ん
の
し
ご
と
ば
に
、
何
回
か
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
夏
ま
つ
り
で
行
っ
た
と
き
は
、
い
そ

が
し
そ
う
に
は
た
ら
い
て
い
ま
し
た
。
し
ご
と
の

す
き
ま
を
見
つ
け
て
、

「
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

と
い
う
と
、
お
か
あ
さ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
、
ゆ
う
ま
。」

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
と
っ
て
も
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

お
か
あ
さ
ん
は
や
き
ん
の
日
が
あ
り
ま
す
。
夜

い
な
い
と
き
は
さ
び
し
い
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
ね
て
い
ま
す
。
わ
た
し
が
ね
る
前

に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
け
い
た
い
で
ん
わ
を
か
り

て
、
お
か
あ
さ
ん
に
、

「
お
や
す
み
。
か
え
っ
た
ら
あ
そ
ぼ
う
ね
。」

と
メ
ー
ル
を
お
く
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
時
間

が
あ
い
た
と
き
に
、

「
お
や
す
み
。
か
え
っ
た
ら
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

う
ね
。
小
学
校
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

と
か
え
し
て
く
れ
ま
す
。
メ
ー
ル
を
見
る
の
は
つ

ぎ
の
日
の
朝
に
な
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
読
む
と

元
気
が
で
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
か
え
っ
て
き
た

ら
何
し
て
あ
そ
ぼ
う
か
な
。
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ

こ
で
も
し
よ
う
か
な
。
と
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
が
お
わ
っ
て
お
か
あ
さ
ん
に
会
う
と
、

「
ゆ
う
ま
お
か
え
り
。
学
校
た
の
し
か
っ
た
。」

と
聞
い
て
く
れ
ま
す
。わ
た
し
は
お
か
あ
さ
ん
に
、

「
た
だ
い
ま
。
お
か
あ
さ
ん
お
か
え
り
な
さ
い
。

学
校
楽
し
か
っ
た
よ
。」

と
、
た
だ
い
ま
と
お
か
え
り
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

た
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
ま
た
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ

り
を
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
か
ら
、
わ
た
し
は
ず
っ

と
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
で
す
。

　

大
す
き
な
お
か
あ
さ
ん
。
お
し
ご
と
が
ん
ば
っ

て
ね
。
わ
た
し
も
小
学
校
や
お
て
つ
だ
い
が
ん
ば

る
よ
。
そ
れ
で
、
ま
た
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り
し

よ
う
ね
。

妻たまきが語る　竹久夢二
「私は　その一途さと才能にかけてみようと思ったのでございます」

お
と
な
の
朗
読
会

平成27年２月22日（日）　　午後２時開演
ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール

＊おはなしと語り　中山美保　朗読花音
＊コーラス　　　　レモングラス（吉備中央町）

詳しくは、広報2月号同封のチラシをごらんくだ
さい。

本や情報についての相談にのります！（レファレンス）
　図書館では、知りたいことや調べたいことに
ついて情報や本（資料）を探すお手伝いをして
います！

Ｈ26年４～12月リファレンス110件
＜相談例＞
・趣味　レザークラフトの図案を見たい
　　　　�世界サッカーチームのユニフォームが

見たい
・生活　�苔に困っている。除草剤について知り

たい
　　　　�高齢者レクリエーションを探している
・健康　ハウスダストやアレルギーへの対処法
　　　　�なた豆茶のつくりかた。効能はなに？

図書館は

暮
ら
し
に
密
着



おめ

でとう満1歳
便

見
尾
星
利
香
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

み

お

せ

り

か

平成26年２月20日生まれ

優しい、元気いっぱいの子に
なってね 

上
村　

千
乃
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

う
え
む
ら　

ち

の

平成26年２月20日生まれ

元気で自由で思いやりのある子
になってね　　　　　　母より

藤
森　

美
帆
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

ふ
じ
も
り　

み

ほ

平成26年２月11日生まれ

これからも 明るく元気な美帆の
笑顔でみんなを癒してね

杭
田　

愛
莉
ち
ゃ
ん
（
上
田
西
）

く
え
だ
　

あ
い
り

平成26年２月23日生まれ

いつも笑顔をありがとう
心優しく温和な女の子に育っ
てね

2021 広報きびちゅうおう  2015. ２月号 広報きびちゅうおう  2015. ２月号

お便りと写真ありがとうございます。

　11月14日、下竹荘小学校運動場において、第11回下竹荘グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催しました。
　この大会は、地域住民が下竹荘小学校の児童との交流を図る
ことを目的に、下竹川合クラブが毎年開催しています。
　当日は、小学校児童および教職員、同クラブ会員、湯山駐在
所の兼

かね
信
のぶ
賢
よし
徳
のり
警部補が参加しました。

　子どもとクラブ員との混合チームで行われたでプレーでは、
児童は川合クラブの会員からコツを教わりながら、笑顔で一生
懸命プレーし、交流を深めた１日になりました。

－下竹川合クラブ、下竹荘小学校からのお便り－

おかやま子育てカレッジ　中短子育てパーク

☆あっぷるのおもちゃ箱☆
★平成27年２月10日（火）
★９：30～11：00
★ロマン高原かよう総合会館
　（岡山県加賀郡吉備中央町豊野１－２）

中国短期大学 保育学科の

お兄さん・お姉さんと遊ぼう！

楽しい歌やおどりがいっぱいだよ！

☆手遊び・ダンス　☆ハンドベル　☆オペレッタ・合奏　☆ボディ打ンス
☆創作劇　☆ブラックファンタジー

プログラム

共催：吉備中央町・中国短期大学保育学科
本事業は岡山県備前県民局「おかやま子育てカレッジネットワーク構築事業」の助成を受け
て運営しています。

【お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　☎0866－54－1326



フォト
トピックス イベント情報

カップリングパーティー参加者募集
　バレンタインデー直前の建国記念の日にカップリングパーティを開催します。キャンドル作り
体験やビンゴゲームを楽しみながら新たな出会いを探してみませんか？皆様のご参加をお待ち
しております。

日 　 時　平成27年2月11日(水)　午前11時～

会　　場　シティホテル厚生町（岡山市北区厚生町3丁目1-20）

◆対 象 者　　男性 ： 吉備中央町在住または在勤で独身の方
　　　　　　　女性 ： 町内外問わず独身の方
　　　　　　　年齢 ： ３０歳以上
◆募集人員　　男女とも約20名（計40名程度）
◆参 加 費　　男性 ： 3,000円　　女性 ： 2,000円
◆申込締切　　１月２８日（水）午後５時
　　　　　　　※申し込み多数の場合抽選となります。

《お申し込み・お問い合わせ》
受託業者　有限会社チアーズ
〒710-0001　岡山県倉敷市三田76-1　☎（086）484－0020（10時～18時　土日祝OK）
URL http://cheer-s.com/150211
携帯サイト http://cheer-s.com/keitai/150211
事務局　吉備中央町結婚推進協議会（定住促進課内）
　　　　〒709-2398　吉備中央町下加茂1073-1
　　　　☎0867－34－1116

2223 広報きびちゅうおう  2015. ２月号 広報きびちゅうおう  2015. ２月号

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
円
城
小
学
校
5
年

生
に
よ
る
、
円
城
白
菜
収
穫
の
写
真

で
す
。

　
豊
作
と
な
っ
た
今
回
は
、
大
き
く

実
っ
た
白
菜
を
一
生
懸
命
抱
え
な
が

ら
、
楽
し
く
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

【
編
集
後
記
】

▼
年
も
明
け
平
成
27
年
。
27
年
前
の

平
成
元
年
に
は
小
学
生
だ
っ
た
私
も

も
う
40
歳
を
目
前
に
し
て
、
時
が
経

つ
の
は
早
い
も
の
だ
な
と
改
め
て
感

じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
心
理
学
者

で
あ
る
ポ
ー
ル　
ジ
ャ
ネ
ー
が
発
案

し
た
「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」
に
よ
る

と
、
37
歳
の
現
在
の
自
分
に
と
っ
て

１
年
は
１
／
37
で
す
が
10
歳
だ
っ
た

時
の
自
分
に
と
っ
て
は
１
年
は
１
／

10
と
、
生
き
て
き
た
年
数
が
長
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
１
年
の
相
対
的
な

長
さ
が
減
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
時

が
経
つ
こ
と
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
変

化
の
少
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ

と
も
、
一
つ
の
要
因
な
の
だ
そ
う
で

す
。

　
今
年
は
、
い
ま
だ
に
抜
け
な
い
正

月
の
の
ん
び
り
気
分
と
葛
藤
し
な
が

ら
、
単
調
な
１
年
か
ら
脱
却
し
、
何

か
一
つ
で
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

石
井

お詫びと訂正
　広報きびちゅうおう１月号（Vol.123）において、一部表記に誤りがありましたので、ここにお詫
びするとともに、訂正いたします。
　５頁まちの話題「大和小学校頑張る学校応援事業優良実践校」の記事中１行目
　訂正前　大和中学校　　➡　　訂正後　大和小学校

　一日こども図書館フェスティバル
　　　　　　　in きびちゅうおう開催
　11月22日、ロマン高原かよう総合会館で、一日こども図書館フェスティバ
ル in きびちゅうおう（主催＝県読書推進運動協議会、町教育委員会、同フェ
スティバル実行委員会、町図書館）が開催されました。
　これは、子どもの読書にかかわる活動を通して、本に親しむ機会を提供し、
読書活動の推進を図ることを目的に開催されたものです。

　開会式では、県読書推進表彰式や、いいゾーコメント賞表彰が行われたあと、３Ｄメガネで立体的に楽しめる
宇宙銀河シアター、くらしき作陽大学児童文化部「ぱれっと」による歌あそびと人形劇が行われました。
　また、絵本・童話作家の北川チハルさんによるおはなしライブ、ぬり絵遊びなどを交えたわくわく絵本あそび
や、町内おはなし会レインボーによる人形劇も行われ参加者は歓声を上げていました。
　展示コーナーでは、小中学校の読書の取り組みや、折り紙工作、本のリサイクルコーナーが設けられ、町内外
から集まった約500人の親子は、盛りだくさんのイベントを通して本から広がる世界の面白さを学びました。

　町合併10周年記念事業
　  地産地消　和食で Food's　in 吉備中央
　11月29日、吉備プラザで「地産地消 和食で Food's in 吉備中央」（主催＝町栄養改善協議会・町）が開催さ
れました。
　これは、吉備中央町栄養改善協議会10周年を記念し、地元の野菜や米粉などを使用した地産地消の推進及び、
日本の伝統的な和の食文化の継承やマナーの確立、生活習慣病予防などを目的に開催されたもので、町内の関係
者約100名が参加しました。
　会では、毎年行われている同協議会主催の食育ポスターコンクールの表彰式が行われました。
　その後に行われた交流会では、各支部ごとの栄養委員によるヘルシーバイキングのレシピ紹介や試食が行われ、
参加者はたくさん並んだ料理を味わうとともに、命の源である食の大切さについて学びました。


